
 

 

○鹿児島大学水産学部紀要投稿規程 

平成16年４月１日 

水規程第２号 

第１条 鹿児島大学水産学部紀要は鹿児島大学学術研究院農水産獣医学域水産学系の構成

員(以下「水産学系の構成員」という。)の学術研究活動及び社会貢献活動の成果を広く

公表するために出版するものであり、その投稿の取扱いについて定めるものとする。 

第２条 投稿者は、水産学系の構成員とする。ただし、共著の場合、それ以外の執筆者を

含むことは差し支えない。 

２ 水産学系の構成員以外のものから投稿の申請があった場合には、紀要編集委員会(以下

「委員会」という。)の意見を聴いて認めることができる。 

第３条 投稿原稿は、執筆者の原著で、未発表のものに限る。 

第４条 投稿原稿は、「紀要原稿の書き方」に従って作成し、電子ファイル１部を提出す

る。 

２ 投稿者は、Abstractなど英文原稿について、外国人研究者などによる校閲を経て完全

を期するものとする。 

３ 投稿者は、原稿の写しを保管しておくものとする。 

第５条 投稿原稿は、委員会において審査する。その結果、訂正を要すると判断された原

稿は、その理由を付して執筆者に訂正を求める。また、内容の如何によっては、原稿を

受理しないことがある。 

２ 委員長は、委員以外の者に原稿の校閲審査に関する意見を求めることができる。 

第６条 印刷の校正について、初校は執筆者が行い、２校以降は委員会が行う。原稿の受

理以後は、原則として内容の大幅な削除・追加は認めない。 

第７条 紀要発行に要した経費負担の一部を投稿者に求めることがある。 

第８条 掲載された報文の著作権は、鹿児島大学水産学部に帰属する。ただし、執筆者が

掲載された報文を複製して使用する場合、本学部の許諾を必要としない。 

第９条 この規程に定めるもののほか、紀要投稿に関して必要な事項は、別に定めること

ができる。 

附 則 

この規程は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成17年６月15日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成28年11月16日から施行し、平成28年10月12日から適用する。 

附 則 

この規程は、令和６年７月17日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 


